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金沢大学医学部附属病院

薬剤部　医薬品情報室
歴史ある金沢大学医学部附属病院薬剤部は2001年9月25日の新病棟のオープンにより、さらに飛躍すべく一歩を踏み出した0新棟での

新しい試みの第一にあげられるのは薬剤部業務のIT化である。とくに調剤室のIT化は日本でもトップクラスで、一般調剤と注射薬調剤を

同一フロアにまとめて作業効率をアップし、一般調剤室には搬送システム、注射薬調剤室にはアンプルピッカーを配置している0

薬剤部内に設置された薬剤部独自の大型サー′ヾには、調剤録のみならず薬剤管理指導業務における薬歴や服薬指導記録などの記録デー

タと病院ホストコンピュータから薬剤業務に必要な各種患者情報が取り込まれ、一元的に管理されている0

医薬品情報管理室には専任者1名、兼務主任1名が配置されているが、薬剤管理指導料の請求件数が月平均1000件を超え、外来処方せ

ん枚数が朋000～9000枚の規模の薬剤部としては異例に少ない人員である0これは全病棟に1～2名の薬剤師を配置し、原則的には各病

棟での情報活動は病棟担当薬剤師が行うことになっているからという0IT化の進んだ新生薬剤部から、私たちの手本になる新たな薬剤業

務の展開が発信されることが期待される0
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写真3．薬剤部員室：病棟担当薬割師は薬剤部からでも、
コンピュータから担当患者の情報を閲覧したりコメントを

出すなどが可能。

写真4．医薬品情報室での質疑応答

－3（3）－



JJD工（医薬品情報学）2002：4：4～9

日本案割師会

中央薬事情報センターの

活動について

下平（インタビュアー）：薬剤師は医

療の担い手として最新の医薬品情報を

入手し、患者さんへ的確な情報提供を

行うことが求められています。

本日は、日頃私たちが現場の医薬品情

報源として大変お世話になっている日

本薬剤師会（以下、日英）中央薬事情

報センターの活動について主任の林誠

一郎先生と同センター水垣伸一先生に

お伺いしたいと思います。

林：中央薬事情報センターではいった

い何をやっているんだろうということ

について、ご説明させて頂きます。そ

の中でもくすり相談、DSU（医薬品安

全対策情報）解説の作成・発行と、イ

ンターネットのホームページ、オンラ

インサービスを中心にお話したいと思

います（表1）。当センターでは、く

すり相談、日薬雑誌付録「日英医薬品

情報」の作成、インターネットホーム

ページ関連事業、FAX関連事業、目

薬情報BOXなどいろいろな業務を行

っています。

1．くすり相談

下平：お薬相談は患者さんのニーズが

このごろ多様化してきて対応が大変で

はないでしょうか。

林：お薬相談は1985年ごろから開始

しています。一般市民からの問い合わ

せが年に4，500件くらいです。昨年の

日薬雑誌8月号に内訳を掲載しました

（表2）。

質問の内訳では分類上、効能効果がト

林誠一郎先生（日本薬剤師会　中央　　水垣伸一先生（日本薬剤師会　中央
薬事情報センター主任）　　　　　　　　薬事情報センター）

表1　日本薬剤師会中央薬事情新センターの業務

1．くすり相談
消費者（PL相談窓口）、会員、都道府県薬事情報センター
医薬品機構との連携
メールお茶相談

2．日薬雑誌付録「日英医薬品情報」
「DSU僻説」、「新医薬品の解説」の原稿作成・校正
医学・薬学関連情報に関する原稿の作成・校正
緊急安全性情報、医薬品・医療用具等安全性情稚の掲我　等

3．インターネットホームページ関連事業
○日英ホームページの作成（一般向け、会員向け）
・薬価収載情報の作成、掲載
・厚労省情報の掲載
・薬局向け憎報の掲載
・研修ビデオの動画配信　等

○メールお薬相談
○メーJレニエースの配信（現在、1750人参加中）
○データベース捷供

（会貝向け）JAPICデータベース授供事業（現在、2000人参加中）
日本RAD－AR協議会「くすりのしおり」ホームページへの直リンク

○情報センター間メーリングリスト
○情報センターホームページ（情報センター名簿、情報提供素材集作成結果、

新薬承認情報等）

4．FAX関連事業
○会員への緊急情報の伝達

日薬ニュース、号外、
日華FAXBOX

O都道府県薬に緊急情報の伝達
PIニュース速報FAX（ドクターレター、薬価情報、医薬品等の回収情報等）

5．日薬情報BOX
O日英情報BOXFAX版（製薬企業の製品情報をFAXにて提供）

医療用医薬品49社、一般用医薬品（日本家庭薬協議会J67社
○日薬情報BOXontheWeb（製薬企菜の製品情報をインターネットホームページ
で提供）花子情報提供19社、FAX情報授供　28社

6．都道府県薬剤師会薬事情報センター実務担当者研修会

7．担当委員会
DI委員会
情報作成′ト安貞会　し監者同けl苛報1薙供素材集、データベースの構築、催旗日不21等）

IT／ト委員会（薬局への情報支援のあり方の検討、インターネット活用したデータ
利用の検討等）

医薬品情報評価検討会（DSU解説の作成等）
薬価基準収叔品目検討会（新薬についての検討、日東託用原霜の作成）

調剤業務委員会（調剤指針改訂等）
PEM及びDEM事業雅過特別委貝会

（注）メールお薬相談は2002年5月現在、休止中
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